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祭が行われ、4年ぶりに獅子舞が
奉納されました。

　7月23日～25日に宮原祇園社の
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表紙の写真



議長挨拶
　町民の皆様には日頃から大変お世話になっております。
　議長の役割は、議場の秩序を保持する事と議事の整理です。また議会を代
表する立場でもあります。今期４年間、町民の皆様に信頼して頂ける議会を作り
上げていくために先頭に立って励んでまいります。
　また全国の方々から小国は魅力のある町だと思ってもらえるよう、議会が一
丸となり、町長はじめとする執行部とともに邁進してまいります。町民の皆様のご
協力とご支援をどうぞよろしくお願いします。
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熊谷　博行
昭和34年9月29日生

宮原

江藤　理一郎
昭和54年7月30日生
北里
　世の中の情勢を見据えた中
での判断をし、２期目として議
員の役割を全うして参ります。

杉本　いよ
昭和24年3月17日生
西里
　皆さんの声を聞いて、住よい
町づくりに励みます。

髙村　祝次
昭和23年6月10日生
下城
　町民の声を町政にとどけ、
皆様方のくらしを守ります。

児玉　智博
昭和59年1月10日生
黒渕
　SNSなども取り入れた多様
な情報公開と民意がしっかり
と届く町政・議会を目指します。

穴見　まち子
昭和28年8月12日生
西里
　文教厚生委員長として、住
民目線で高齢者から子供達ま
で声を聞いて支えていきたい。

松﨑　俊一
昭和31年10月11日生
宮原
　一次産業の振興と対策、商
工業観光業の活性化、サービス
産業の発展などに寄与したい。

松本　明雄
昭和33年6月20日生
宮原
　未来を見据え、今を考える子育
て環境の整備など、安心して暮ら
せるより良い町づくりを目指します。

熊谷　和昭
昭和41年11月7日生
西里
　町民の暮らしと町の維持、
先を見据えた町政へ積極的に
取り組んで参ります。

久野　達也
昭和31年5月5日生
宮原
　小国の明日を見据え、地域
発展と活性化に向け皆様方と
共に歩み続けます。

議会事務局
局長　橋本弘二
係長　中島こず恵
会計年度任用職員
　　　秋吉由起子



　　　　

　　　　

　　　　

令和5年第2回臨時会（初議会）令和5年第2回臨時会（初議会）　令和5年5月10日（水）　令和5年5月10日（水）

主に議長・副議長の選挙や各常任委員の選任、その他の議員・委員が選任されました。

※5月10日の初議会において、各委員会の構成が決定しました。

【 発　議 】
○発議第１号　広報特別委員会設置に関する決議
　・・・�議会の活動状況を広く住民に知らせる手段として「議会だより」を発行するた

め、広報特別委員会が設置されました。委員は4名です。

【専決処分事項の承認】
○承認第１号　小国町税条例の一部改正
　・・・���令和2年7月豪雨で被災された方の固定資産税の特例を受ける人の申告等に

ついて規定など
○承認第２号　小国町国民健康保険税条例の一部改正
　・・・���地方税法施行令等改正にあわせて国民健康保険税の減額措置に係る軽減

判定所得の基準額の見直しなど

【 補正予算 】
○議案第24号　令和5年度小国町一般会計補正予算（第1号）
　・・・���3,147万円を追加し、総額51億4,347万円とするもの
　　　主な内容：�子育て世帯生活支援特別給付金500万円、
　　　　　　　新型コロナワクチン接種委託料2,290万円など
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全員賛成
可 決

賛成多数
承 認

全員賛成
承 認

全員賛成
承 認

新たに決まった小国町議会の構成新たに決まった小国町議会の構成
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広報

6人 6人 6人 4人 4人 4人 3人 3人 2人 2人 2人 1人
(議長)

10 熊谷　博行

(副議長)
1 江藤理一郎 ○ ○ 正 ○

2 杉本　いよ ○ ○ 副 ○ ○

3 髙村　祝次 ○ 正 副 ○ ○ ○ ○

4 児玉　智博 副 ○ 正 ○ ○

5 穴見まち子 ○ 正 ○ ○ ○

6 松﨑　俊一 正 ○ ○ ○ ○ ○

7 松本　明雄 ○ 副 ○ ○

8 熊谷　和昭 副 ○ ○ ○

9 久野　達也 ○ ○ ○



　　　　

　　　　

【 補正予算 】
○議案第33号　小国町一般会計補正予算（第2号）
　・・・�5億8,785万円を追加し、総額57億3,132万円とするもの
　　　主な内容：�林道田ノ尻線舗装工事1,000万円、橋りょう点検委託料2,700万円
　　　　　　　トンネル点検業務委託料1,500万円、町道維持工事ほか3億4,600万円
　　　　　　　老朽化住宅解体撤去1,000万円、町営住宅改修等工事700万円
　　　　　　　林間広場ナイター照明改修事業4,450万円など

令和5年第2回定例会令和5年第2回定例会　令和5年6月8日（木）〜15日（木）　令和5年6月8日（木）〜15日（木）
（議案名は一部短縮して記載しているものがあります）

【 条例・規約の改正・廃止等 】
○議案第25号　 小国町職員の分限に関する手続及び効果に関する

条例の一部改正
　・・・�職員が失職される場合に情状の機会を考慮するもの
○議案第26号　小国町税条例等の一部改正
　・・・�森林環境税を住民税などに上乗せするもの
○議案第27号　小国町国民健康保険税条例の一部改正
　・・・�国民健康保険税の税率等の改正を行うもの
○議案第28号　 小国町重度心身障害者医療費助成条例の一部改正
　・・・�県の補助金交付要領の改正に伴うもの
○議案第29号　 小国町学びやの里設置管理条例の一部改正
　・・・�木魂館などの使用料を定めるもの
○議案第30号　小国町過疎地域持続的発展計画の変更
　・・・�旧西里小校舎をサテライトオフィスに改修する計画を追加するもの
○議案第31号　 公共工事請負契約締結（柏田住宅外壁・屋根改修工事）
　・・・�請負契約金額　8,756万円、�受注者��㈱橋本建設
○議案第32号　 小国郷公立病院組合規約の一部変更
　・・・病院の施設に診療所を追加するものなど

歳出予算（目的別）の状況

総務費
12億2,428万円（21.4%）
民生費
12億594万円（21.0%）
公債費
6億198万円（10.5%）
農林水産業費
3億3,250万円（5.8%）

教育費
4億473万円（7.1%）

衛生費
3億1,638万円（5.5%）

土木費
6億5,915万円（11.5%）

諸支出金
3億5,939万円（6.3%）

消防費
2億4万円（3.5%）

商工費
2億907万円（3.6%）

災害復旧費
1億4,065万円（2.4%）

議会費
7,221万円（1.3%）
予備費
500万円（0.1%）

歳出総額
57億3,132万円
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可 決
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可 決
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可 決
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可 決

全員賛成
可 決

全員賛成
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全員賛成
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全員賛成
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　　　　【 請　願 】
○請願第１号　杖立温泉地区における町道整備に関する請願書
　・・・�杖立温泉地内を整備し、防災・避難路を確保することや、駐車場を整備し、観

光客の集客力を向上させ、地域の振興を図るために町道整備に関する請願書
が提出されました。
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【 人事案件 】
○小国町監査委員の選任
　・・・�任期満了による人事で、監査委員選任についての議案が提出

され、北里の古賀尚年氏が再任されました。
　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　古賀尚年
　　　　　　　　　　　　　生年月日　　昭和29年6月29日
　　　　　　　　　　　　　住　　所　　北里
○小国町農業委員の任命（8名）
　・・・�任期満了による改選で、農業委員の任命についての議案が提出され、以下の

8名が任命されました。

○小国町教育委員会委員の任命
　・・・�教育委員会委員の任命についての議案が提出され、木下勇児氏

（宮原）が再任されました。
　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　木下勇児
　　　　　　　　　　　　　生年月日　　昭和37年2月14日
　　　　　　　　　　　　　住　　所　　宮原

氏　　名　飯沼由彦
生年月日　昭和43年
　　　　　5月28日
住　　所　宮原

氏　　名　穴井幸子
生年月日　昭和31年
　　　　　2月3日
住　　所　宮原

氏　　名　時松浩一郎
生年月日　昭和30年
　　　　　10月21日
住　　所　上田

氏　　名　穴井英雄
生年月日　昭和32年
　　　　　10月11日
住　　所　北里

氏　　名　田代カズヨ
生年月日　昭和29年
　　　　　4月17日
住　　所　北里

氏　　名　松野英一
生年月日　昭和31年
　　　　　6月19日
住　　所　西里

氏　　名　時松達也
生年月日　昭和33年
　　　　　8月18日
住　　所　下城

氏　　名　石松雄平
生年月日　昭和30年
　　　　　9月25日
住　　所　黒渕

全員賛成
同 意

全員賛成
同 意

全員賛成
同 意

全員賛成
可 決



賛成討論・・・
【久野】�財政調整基金が潤沢なら税額調整も可能だが、対応出来る額にない。激変緩和措置として、

資産割廃止分を段階的に引き上げる措置が講じられている。委員会答申を踏まえ執行部で
今後の見通しも立てていくかと思う。

○議案第27号　小国町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
反対討論・・・
【児玉】�国保運営協議会でも「物価も上がり続けている今この時期に改定しなければならないのか」

と懸念が述べられている。世帯所得300万円の40代夫婦と就学児2人の家族に当てはめる
と2万3,300円の増税となる。

○議案第26号　小国町税条例の一部を改正する条例について
反対討論・・・
【児玉】�ＣＯ２対策として森林環境税が導入されるが、大企業にも応分の負担を求めるべきだ。消費

者にだけ負担をさせるのは反対。１人に千円ずつというのも応能負担の原則から外れる。

賛成討論・・・
【久野】�事業計画については当初予算で成立して起債も成立している。過疎計画の変更を行う事は

交付税措置がない一般単独事業債として借り入れるのか、過疎対策事業として借り入れるの
か、そのための計画変更である。

【松﨑】�一連の計画における事業の経済効果は一説によると投資額の3倍とも言われる。是非とも頑
張って計画を進めてもらって成功してもらいたい。

○議案第30号　小国町過疎地域持続的発展計画の変更について
反対討論・・・
【児玉】�費用対効果は大事だが、サテライトオフィスは違う。西里小は竣工後わずか２年で修繕工事が必

要になっている。改修しても数年単位で新たな補修が必要な事態に陥るのは想像に難くない。

○議案第32号　 小国郷公立病院組合規約の一部変更について
反対討論・・・
【児玉】�おおむら内科クリニックを購入し、医療ＭａａＳの拠点とする計画だが、公立病院には手術室

など使われていないスペースがあるから、わざわざ5,200万円も掛けて取得する理由はない。

賛成討論・・・
【久野】�国民健康保険は加入者の相互扶助、助け合い、目的に応じた医療費を賄う負担効率をどう平準

化していくかが求められている。限度額と軽減率を並行して改正する事で公平性が担保される。

反対討論・・・
【児玉】�課税限度額の引上げで104万円になる。国保税はどの医療保険よりも高い。3人世帯で年収

300万円の場合39万3,500円で協会けんぽの14万8,600円と比べて2.6倍の負担だ。

【 討　論 】
○承認第２号　 専決処分事項の承認を求めることについて（専決第２号：小国町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例について）
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おぐにサテライト診療所 小国公立病院に導入される医療MaaS

議長：松﨑俊一　副議長：後藤六男　議員：江藤理一郎、佐藤毅、髙村祝次、児玉智博
　選挙後初の議会が開かれ、2つの議案（人事1、条例1）が審議されいずれも原案通り可決された。
○議案第１号　監査委員の選任
　・・・��議員選出監査委員に佐藤毅氏を選任
○議案第２号　 小国郷公立病院組合病院事業の設置に関する条例
　　　　　　　の一部改正
　・・・��診療科目から脳神経外科を削除し、精神科と泌尿器科を加える
　　　病床数を75から73に減床する。
　　　付帯事業に「おぐにサテライト診療所」を加える。

令和5年第2回小国郷公立病院組合議会令和5年第2回小国郷公立病院組合議会
令和5年5月31日（水）令和5年5月31日（水）

一部事務組合議会報告一部事務組合議会報告
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全会一致
可 決
賛成多数
可 決

賛否が分かれた議題の採決結果賛否が分かれた議題の採決結果
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第2回臨時会 承 認 第 2 号
専決処分事項の承認を求めること

（専決第2号小国町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第2回定例会

議案第26号
小国町税条例の一部を改正する
条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号
小国町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号
小国町過疎地域持続的発展計画の
変更

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



町政を問う【一般質問】

地熱発電所開発
に伴う取り組みに
ついて

熊谷　和昭

P 8 下 熊谷　和昭
①地熱発電所開発に伴う取組について
②鍋ヶ滝バイパスの展望と取組について
③超少子高齢化を迎える町の取組について

P 9 上 児玉　智博 ①観光開発について　②指定避難所について　③宮原保育園について

P 9 下 杉本　いよ ①有害獣被害対策

P10上 髙村　祝次 ①農林業について

P10下 松本　明雄 ①有害鳥獣　②雇用問題　③道路網の整備

P11上 江藤理一郎 ①地域公共交通について　②ペーパーレス化の取組について
③町民センター１階スペースの活用について

一般質問一覧表一般質問一覧表

問廃熱の二次利用で多くの大企業から二酸化
炭素削減や企業イメージアップを狙い小国町へ
の進出を希望され、問い合わせが有る。雇用面
や税収面で大きなチャンスと成るが、大企業が
興味を示している今だからこそ取り組むべきで
は。問題は農業地区域となるが、現在では使用さ
れていない、今後も使う見込みのない土地が存
在し、この農業地区域をどうにか除外して企業に
使用する事は出来ないか、町の考えをお聞きし
たい。
【産業課長】農地転用する上でクリアすべき多く
の法令が有るが計画性や資金面とかも含めて
実用性があるか加味して検討させて頂き、法令
順守は当然だが、町としてもSDGs未来都市とし

て協議を重ね、より良い土地の利用ができる事
を考えている。色 と々計画がある場合は事前に
産業課にご相談を。
【町長】開発は自然のバランスを考えながらと
思う。私の所へも話しはあるが全量還元の前に
熱資源として活用は町としても色 と々考えられる
が、土地の持つ役割を大切にし農業委員会も含
めたところで考えて行きたい。
問鍋ケ滝バイパス今後の取り組みについて、地
元の合意や取り組みについての進捗状況をお尋
ねする。
【建設課長】最終設計段階まで来ている。測量
段階で回っている限り早くしてと言う同意は得て
いる。
問年間利用人数を考えると取り組み次第では町
民に多くの利益を得るチャンスが有り、鍋ケ滝周
辺をいかに魅力的な観光地にしていくか今から
町全体で考えるべき、道が出来てからでは遅す
ぎる。
【町長】色々なパターンを考えているので、様々な
波及効果を狙い頑張らせて頂く。
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町政を問う【一般質問】

杉本　いよ

児玉　智博

問年間の捕獲頭数と被害額を教えてほしい。
【産業課長】捕獲頭数令和4年度はイノシシ708
頭、シカ642頭合計1,350頭で、この2年間で200
頭増加している。被害額も水稲のみで260万円と
なり、この2年間で30万円増加している。
問今回お尋ねしたのは、多くの質疑行われてい
るにもかかわらず、被害が後を絶たないという現
状があるということを再認識しておく必要があ
ると感じるから。近頃も様々な苦情が聞こえる。
例えば、春先の牧草地の新芽に昼間からシカが
入ってくることや作物を荒らす被害などが聞かれ
る。そのような情報が行政に届いているのであ
れば農家の方との議論はされたか。
【産業課長】被害の情報は農家の方が有害鳥

獣対策の申請に来られた際やJAの部会と会議、
農協の役員の方にもお話を伺っている。地域で
の話し合いは行われていない、有害鳥獣対策
は、地域で予算を計上して活動している。
問政策に足りないことがあると考える。詳細な
データや実際にどのような被害が出ているのか
は分かっているが、それに対して有効な対策がと
れていないと考えられる。その上で、新たな効果
のある対策を考えているか。
【産業課長】様々な機関と連携して、電気牧柵や
フェンスの設置、駆除会の方 と々も協力して、多忙
な折にも皆さんの協力を得て何とか保っている。
しかしながら、現段階では最も適当な対策も見
つかっていないので、現在の防除と駆除を並行
させながら対応を検討していく。
【杉本】農家の方々はそういった被害や物価高騰
で苦しんでいる。そのことを他人事とは思わずに
町役場が当事者、JA、森林組合などと協力してい
くことが大切だ。各組織が一体となって取り組ん
でほしい。

有害鳥獣対策に
ついて

問3月議会の一般質問で私は鍋ヶ滝バイパスの
新設工事について渡邉町長の前回の任期中にパ
ブリックコメントを行うよう提案した。これに対し
て渡邉町長は「できればすぐにしたいと思ってい
ます。私も説明責任はありますので皆様方に説明
を確かに申し上げます。」と大変頼もしく応じた。
この答弁に責任を持ってパブリックコメントは実
施したか。
【町長】選挙があったので出来ていない。７月以
降日程を調整して、話しをさせていただこうかと
思っている。
問説明会は地域住民に限らず全町民を対象とし
た説明と意見収集を改めて求めたいと思うが、
いかがか。「私も説明責任はあります」と町長は

明言されたのだから、是非誠実に対応いただき
たい。
【町長】私がお話しする時は全町民対象で全然
構わないが、私が言いたいのは地元を最優先に
お話をさせていただかないといけないと思う。今
まで非常に御迷惑をかけていたのはやっぱり、
黒渕の周辺の皆さんだから、まずはそこの中でお
話をさせていただいてそれから皆さん方にもお示
しをしたいと思っている。
問起債２億５千万円の借金をその後に税金で
払っていくのは約７千人の町民だ。全町民対象の
説明、意見聴取の場とパブリックコメントを行う
と明言頂きたい。
【町長】２億５千万円の内の１億数千万円はこ
れまで使ってきた予算だと思う。先月、１１億円程
県議会に上程されて、町の負担は１億円以下に
減っていると思う。それに過疎債を適用させて頂
きたいと思っている。非常に有効な財源を使わせ
て頂き、県にお助け頂いて鍋ヶ滝のバイパスを造
る事が出来ると皆さん方にお話ししたい。

鍋ケ滝バイパス
全町民対象の
パブリックコメントを
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町政を問う【一般質問】

松本　明雄

農林業について
髙村　祝次

有害鳥獣対策と
食肉加工及び
販路

問今回の質問は、私が議員になって１回目にした
質問内容とほぼ一緒になる。それだけこの問題
が進んでないという事。有害鳥獣の問題は益々
深刻になっており、12年前はイノシシだけのよう
だったが、今ではシカが相当増えている。最初の
頃は年10数頭の捕獲が、今は1千頭に及んでい
る。山間部と平野部では有害鳥獣に対する意識
の差が相当にあるので、山間部の深刻な状況を
周知し、対策予算の確保をお願いしたい。
【産業課長】えづけSTOP!・ワイヤーメッシュ・わ
な・駆除と対策を施している。
問色々と対策を施し、個体数を減らすのが1番有
効ではないか。そこで町民の皆様も既にご存知
かと思うが、個人的に解体場を造られ、ジビエの

食肉加工販売を始められている方がいる。今後
は以前もお話ししたが、食肉以外はペットフード
としての販売も視野に入れて努力されているの
で、販路の拡大に町の協力をお願いしたい。
【町長】町としても期待しているので、協力は惜し
まない。
問TSMCの進出に伴い、県内の道路網の整備状
況についてお尋ねしたい。
【建設課長】九州のネットワークに乗り遅れないよ
うにしっかりと日田阿蘇道路の推進をできたらと
思っている。

問夢の大観峰トンネルについて、渡邉町長は選挙
前に講演された資料に、南小国町長・日田市長と
県境を越えた連携を図りたいと書かれているが、
阿蘇市長とも連携が必要だと思う。
【町長】小国郷地域から阿蘇方面か大津方面に
向かうトンネルで最短距離のルートで要望してい
るので、まずは、南小国町長・日田市長と連携を
図ることにする。
問大観峰トンネルの早期完成を目指すには、小
国町長・南小国町長・阿蘇市長と一緒に期成会
を立ち上げる決意があるか。
【町長】前期から決意している。河津県議会議員
からも同じご意見を賜っている。
問小国町森林組合について、地籍調査事業が完

了すれば大幅な収入減となるので、今後は森林
整備事業で収入を増やしていく必要がある。そ
のためには、林内作業車等を機械導入される方
への補助金を計画的に交付できないだろうか。
【町長】小国町森林組合長を中心に労働者の環
境を良くしていく努力もされているので、林業振興
という観点から様 な々支援を考えていく時期に来
ている。
問農業について、高齢化、人手不足、物価高騰、担
い手不足、後継者不足、農地の荒廃など様々な問
題を解決するには、新規就農者を町外から受け
入れる政策が必要ではないか。
【町長】移住定住者への住宅環境の整備と農家
の創業支援を小国町の財政状況をみながら支
援に向け取り組んでいきたいと思っている。

小国町森林組合の貯木場

獣肉解体処理施設
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町政を問う【一般質問】

問令和4年度の小国郷ライナーの乗車率は1便
あたり1.6人、にじバスは1.28人で1人当たりの
コストはかなり掛かっている。課題は。
【町長】課題は利用者が伸びないこと。但し、コロ
ナが5類引き下げになったことで回復するのでは
ないかと思っている。また免許返納者が増加する
という状況の中で、公共交通の利用者は多くなる
と考えている。
問人口が減少する中で産交バスやぐるっとバス、
乗合タクシー、スクールバスなど公共交通に掛か
る予算は毎年増加しており、今後は更に経費が膨
らみ1億円を超すと思われる。将来の地域や観光
のあり方を見据え、総合的に公共交通体系を築
き町民サービスを充実していくつもりはないか。

【町長】確かに収支のバランスは取れていない
が、国からの交付金等を効率よく使いながら工夫
していきたい。但し一点、子どもたちと一般の方
が混乗するかたちはセキュリティ面を踏まえて分
けたいと思っている。また、一般町民と観光客に
ついてはダイヤの検討や事業者との話し合いも
行いながらどのような公共交通網を敷く方がいい
のか考えたい。
問デマンド交通やデジタル地域通貨を活用した
取り組みは検討できないか。
【町長】にじバスについては、南小国町と話をし
ながら料金をぐっと下げるとどのくらいのニーズが
あるか実証実験をしてみたいとも思っており、その
上でオンデマンドの検討をしたい。
問町民への情報発信について、阿蘇郡内６町村
では４町村が公式LINEや専用アプリを活用し、ス
マートフォンで防災、教育、お悔やみ等の行政情報
を得ることができているが、導入検討できないか。
【町長】時代に応じた対応とコスト面でも指摘を
貰ったので、観光情報については観光協会等と
役割分担をしながらまずは試すことも含めてやり
たいと思っている。

地域公共交通と
町民への情報発信
について

江藤理一郎

日付 曜日 行事名 場所 対象者

5月  8日 月 議員勉強会 おぐに町民センター 議員全員

12日 金 阿蘇郡市町村議長会総会 阿蘇総合庁舎（阿蘇市） 議長

15日 月 戦没者追悼式 おぐに町民センター 議長

20日 土 小国中学校体育祭 小国中学校 議員全員

23日・24日 火・水 全国町村議会正副議長研修会 東京国際フォーラムホール 議長・副議長

27日 土 小国小学校運動会 小国小学校 議員全員

28日 日 松原・下筌ダム50周年式典 蜂の巣公園（中津江村栃野） 議長

30日 火 中九州地域高規格道路推進期成会総会 クレアージュリゾート（熊本市弓削）議長

30日 火 新人議員勉強会 おぐに町民センター 髙村・杉本・熊谷和昭議員

6月  1日 木 小国町防災会議 おぐに町民センター 議長

  2日 金 県町村議長会研修 熊本県市町村自治会館 議長

11日 日 北里大水害慰霊祭 北里柴三郎記念館そば河川敷 議員全員

18日 日 中九州横断道路滝室坂トンネル貫通式 阿蘇市一の宮町坂梨側 議長

23日 金 県庁阿蘇会 水前寺共済会館グレーシア 議長

7月20日 木 阿蘇郡市町村正副議長・常任・議会
運営委員長研修

ホテルサンクラウン大阿蘇
（阿蘇市）

議長・副議長・髙村・
穴見・松﨑議員

26日 水 町村議会運営・常任委員長研修 おぐに町民センター 副議長・髙村・松﨑・穴見議員

議長・議員出席行事等一覧表議長・議員出席行事等一覧表
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　　　　 議員の研修と勉強会議員の研修と勉強会
◆ 議員勉強会（議員全員）　5月8日（月）
　�　①初議会の運営②法令・規則・諸制度について③広報おぐに議員紹介掲載について勉強しました。
◆ 全国町村正副議長研修（熊谷議長・江藤副議長）　5月23・24日（火・水）
　�　議員報酬の在り方についての最終報告の後、特別表彰を受けた町村から事例の報告がありました。
翌日は、県選出の国会議員に国道や鉄道などの早期復旧、道路網の整備などの要望を行いました。

◆ 新人議員勉強会（髙村議員・杉本議員・熊谷和昭議員）　5月30日（火）
　�　①令和５年度一般会計予算及び特別会計予算について②一般会計補正予算について勉強し
ました。

◆ 正副議長・常任・議会運営委員長研修（熊谷議長・江藤副議長・髙村議員・穴見議員・松﨑議員）　7月20日（木）
　�　地方議会の果たすべき役割と責任が益々重要になっていることから、議会の活性化のためのい
ろいろな事例の講演がありました。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

※�次の定例会は9月です。
　日程は広報やおぐチャンでお知らせします。

議会に来てあなた自身でご覧ください

池田　義広 さん（西里）�
（6月12・15日傍聴　第2回定例会）
議員は議会でどんな発言をしているの？

どんなまちづくりを考えているの？

　行政部長の立場
で、初めて傍聴させ
て頂きました。それ
ぞれの活動の内容
が聞けて、大変参
考になりました。

　本誌は2010年5月に第1号が発行されまし
た。創刊に尽力し初代広報委員長を務められ
たのは、今回議員を勇退された時松昭弘前副
議長でした。創刊のあいさつで当時の河津征
四郎議長は、議会だよりを通じ「住民自治が
確立する事を目標として、議会と住民が一体
となった小国町を作っていきたい」と抱負を
語っておられました。
　創刊から13年経ち社会情勢は大きく変わ
りました。デジタル化により情報発信の方法
はより多様化しています。４代目となる広報
委員会では誌面のさらなる充実とともに今の
社会に応じた情報発信の在り方も模索してい
きたいと思います。

編 集 後 記

【発行責任者】
議　　長　熊谷　博行

【広報委員会】
委��員��長　児玉　智博
副委員長　杉本　いよ
委　　員　松﨑　俊一
委　　員　穴見まち子
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応募方法
　画像データをメールに添付して
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　�に送信してください。メールにはお名前とご住
所、写真撮影日時、場所、エピソード等をご記
入ください。
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